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資料 1-「県民の教育要求に応えず、

戦後教育の反動的再編をめざす

底教審答申jIZ::反対する声明
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「
県
民
の
教
育
要
求
陀
応
え
ず
、

戦
後
教
育
の
反
動
的
再
編
を
め
ざ
す

館
教
審
答
申
」
に
反
対
す
る
声
明

－
九
八
五
両
昭
白
六
O
》
等
六
月
の
『
融
宵
遺
志
低
回
す
る
刻
一
世
帯
巾
』
山
家
．
志
同
八
月
七
日
の
島
崎
町
事
。
に
い

た
る
四
棋
に
わ
た
る
園

a，
寄
O
K掴
れ
る
革
調
や
且
体
的

u
m官
町
多
〈

u．
哩
問
問
民
宜
＆
府
と
り
わ
け
中
国
細
目

個
の
困
却
す
る
『
喧
険
副
拍
の
届
決
算
』
開
園
に
の

7
と
勾
て
．
車
雄
副
V
鋤
恒
宵
堕
本
陸
自
民
主
的
仰
峰
崎
回
開
聞
曹
に
現
向
か

ら
偵
圃
唱
す
る
民
国
民
的
忽
も
自
で
あ
る
と
断
ぜ
ざ
る
を
え
ま
け
ん
．

し
か
も
．
そ
れ
ら
由
担
宮
申
い
〈
っ
か
“
．
斬
割
問
蝿
に
お
い
て
も
す
で
に
実
飽
に
修
さ
れ

τお
り
．
巴
畿
曹
の
段
荷
量

置
に
匝
封
す
る
録
民
自
愈
且
咽
制
合
と
運
動
由
民

Z
町
圃
闘
が
密
書
で
あ
る
と
考
・
一
る
に
い
た
り
ま
し
た
．
そ
し
て
目
由

は
敏
宵
歯
車
由
U
か
か
ら
．
圃
に
民
主
的
で
周
民
的
は
＆
宵
畿
智
幡
町
腫
盟
を
見
出
し
た
い
と
旦
い
ま
す
．

自
敏
審
富
市
明
の
主
聾
忽
お
点
を
批
判
的
に
揖
観
す
れ
ば
叫
下
の
適
の
で
す
．

切
一
に
寄
附

u．
「
個
性
花
』
『
目
由
化
』
『
多
緑
化
』
を
名
と
し
て
．
学
位
体
操
に

a
Eし
た
鏑
争
岡
田
と
量
縄

週
別
を
＆
ら
た
に
も
ち
ζ
a
bう
と
し
て
い
ま
す
．

－
揖
働
相
宵
田
中
学
四
段
階
か
・
2
湖
路
に
応
じ
た
別
岡
田
《
コ
t
λ
v
を
峨
入
L
．
六
年
闘
の
公
立
エ
リ
’
hr
中
・
学
岨
を

嗣

aす
る
ζ
と
に
よ
勺
て
・
小
学
院
も
r
も
畳
雌
髄
争
に
ま

eEみ
・
曜
大

e
m点
に
錨
エ
リ
ー
ト
畠
凪
申
『
大
学
院
大

学
」
を
繊
想
す
る
と
と
に
よ
司
て
大
学
問
格
量
管
助
畏
す
る
信
ど
．
す
べ
て
由
子
ど
も
に
車
砲
学
力
を
保
障
す
る
ζ
と
そ

国
・
ヲ
国
民
的
曹
求
と
は
封
立
L
．
宮
本
＠
治
置
に
よ
る
敏
貸
の
二
聞
の
朗
噂
也
を
匝
遣
し
よ
う
と
L
て
い
ま
す
．

第
二
区
寄

ou．
＆
宵
そ
れ
自
体
を
私
的
宮
ぬ
と
み
な
す
ζ
と
に
よ
吻
て
．
勧
凪
宵
tr
酎
揮
の
段
置
申
剖
車
’

eL．
公
置

に
よ
る
保
闘
争
回
聞
と
す
る
公

a－
”
を
胴
体
・
さ
せ
よ
－
一
と
L
て
い
ま
す
．

臨
飼
「
持
母
』
由
揖
道
舎
前

a
k、
大
学
会
『
陸
宮
崎
怜
』
と
み
勾
す
と
と
に
よ
守
て
．
国
立
大
学
的
縄
線
桂
人
化
を
め
事

し
．
民
間
官
本
の
噂
入
安
手
島
に
L
て
大
学
由
自
治
令
解
体
し
よ
う
と
L
て
い
ま
す
．
ま
た
学
俊
助
制
”
の
『
民
宮
化
』
を

国
過
し
．
働
田
宵
圃
由
究
開
両
国
化
会
－
圃
す
す
め
る
C
・
6
に
よ
『
て
．
伊
使
般
向
”
の
公
的
保
田
舎
画
定
し
て
い
ま
す
．

節
4
4

一
に
寄
巾

u．
『
笠
置
学
符
体
轟
へ
由
移
行
』
と
体
し
て
．
国
民
の
切
実
忽
勧

mw哩
求
を
理
手
伝
と
勺
で
．

a
w制

度
体
畢
全
体
e
管
財
界
の
た
め
の
人
H
”
構
保
田
楓
聞
に
し
よ
・
？
と
し
て
い
ま
す
．

そ
れ
は
日
本
経
演
の
皐
週
ω他
国
聞
北
．
情
緑
化
骨
忽
か
で
．

6
刷
し
い
車
量
調
埼
情
m
帯
化
社
告
を
創
り
出
す
た
め
に
．

睡
争
的
指
主
語
学
胃
体
呆
全
国
民
の
学
習
と
骨
働
の
全
銅
周
に
わ
た
司
て
細
胞
す
る
と
と
を
草
睡
し
ま
す
．
ま
た
．
そ
の

『
革
量
廃
偏
」
の
た
め
に
．
回
公
立
学
匝
を
イ
ン
テ
リ
ジ
皐
ン
ト
・
ピ
ル
化
し
て
．
公
民
館
．
図
書
館
だ
け
で
江
r
＼

値

目
川
ホ
テ
ル

U
E
w
h暗
L
付
”
る
と
し
て
い
ま
す
．

ζ
れ
U
困
酷
闘
車
町
解
体
と
同
じ
よ
う
に
．
大
金
曜
に
よ
る
学
肢
申

知
的
問
的
質
飯
町
A
W制
令
白
描
L
て
い
る
と
い
－
一
る
で
L

fー
す
で
に
鰯
鵡
闘

a舎
の
生
直
敏
”

m
a企
瑚
《
小
総
力

三
a
H
V
か
市
町
村
由
律
車
学
宵
拍
動
の
あ
り
方

emELτ
い
ま
す
．

節
目
に
帯
雨
中
M
．
そ
の
「
自
由
化
』
の
踊

aと
U
遣
に
「
学
世
の
官
四
・
轟
宮
」
’
T
値
化

L
．
敏
科
書
検
躍
を
事
禽
上

姐
め
よ
う
と
し
て
い
玄
す
．

腔
品
白
指
摘
噂
刈
申
砲
立
を
い
司
て
崎
副
会
畠
を
昨
世
仕
し
．
『
大
ga－－

a企
』
の
段
置
を
縄
起
L
て
大
学
の
自
拍
e
智大

幅
広
制
闘
し
よ
う
と

L
て
い
ま
す
．
『
大
学
審
踊
金
富
田
桂
業
」
陪
今
回
A
M
K
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
・
ま
た
『
初
任
者
研

修
制
度
」
を
導
入
L
て
．
マ
ン
－
y
f
－
マ
ン
体
制
聞
も
と
で
誼
帽
・
酎
罪
隠
忠
実
包
も
の
い
わ
ぬ
敏
園
田
育
成
を
邑
置
し

て
い
ま
す
．
そ
れ
は
今
信
や
す
で
に
三
二
届
同
盟
と
田
島
原
令
防
宜
由
市
で
『
眠
時
」
さ
れ
．
本
田
で
ら
中
組
制
区
三
五
校
で

書
胞
さ
れ
．
二
年
後
K
U訴
時
働
H
M全
且
に
及
ぼ
そ
う
と
い
う
ら
円
で
す
．

節
E
K捻
吊
”
H
1

周
磁
目
司
江
区
よ
句
’
h
酎
陣
時
路
樹
的
目
固
に
働
冒
誉
庫
量
瞳
－

ee4？
と
L
て
い
ま
す
・

「
－
．
一
締
紀
に
向
”
て
の
畠
凶
白
①
聞
陣
祉
企
へ
由
訴
し
い
圃
眠
＠
内
閣
主
－

m田
a禽
圃
畠
へ
の
転
繍
＠
同
組
織
的

盟
田
高
付
加
毎
値
段
－
m
白
冒
し
い
峰
民
」
は
ど
の
崎
代
の
世

mを
考

aに
入
れ
．
『
今
後
町

aHV回
目

m位
置
自
由
点
を

勘

mw－
t
t
・
ス
ポ
ー
ツ
の
駈
興
に
圃
さ
』
冒
島
即
揮
の
岨

mmの
た
め
に

h
食
段
行

a
kの
盟
酬
を
圃
相
し
て
．
喧
－

的
低
位
置
が
で
会
る
思
塊
そ
っ
〈
る
門
知
三
次
寄
山
Z
と
い
う
一
の
で
す
．

hv
い
ぶ
ん
俗
画
め
て
置
骨
で
す
．

知
六
院
答
申

u．
g
明
た
に
国
家
主
範
的
徹
宵
そ
擢
週
し
よ
う
一
と
し
て
い
ま
す
．

事
中
は
眼
前
・
唖
後
四
徹
宵
を
－
冒
し
て
『
晶
い
付
是
也
実
符
悼
と
と
み
屯
す
と
と
に
よ

q
t
R嗣
の
用
車
宇

szm宵
に
つ
い
て

は
画
定
的
側
血
安

ιと
さ
ら
に
瞳
回
し
て
い
ま
す
．
し
か
も
そ
の
関
の
政
府
・
行
政
の
般
商
崎
宜
任
に
は
一
切
目
安
つ
ぐ

ん
で
い
ま
す
．
そ
の
上
で
『
自
の
丸
」
「
置
が
代
」
を
国
車
・
聞
置
と
よ

6
．
『
学
恒
敏
育
上
適
正
怨
直
属
い
」
が
怨
さ

れ
る
よ
・
？
に
特
に
強
圃
し
ま
し
た
・

ζ
う
し
て
『
置
回
心
』
申
編
畢
を
王
岨
に
鋸
え
て
い
掌
す
．

以
上
六
点
骨
指
摘
U
む
ろ
ん
寄
申
内
容
の
一
血
に
す
ぎ
ま
せ
ん
．
思
う
に
．
富
山
中
で
－
R
M
M
S
底
的
に
量
担
8
れ
た
司
同

国
民
自
抱
制
と
L
て
の
働
田
町
で
あ
り
．
ま
た
繍
揖
さ
れ
韓
“
”
た
由

u．
入
聞
と
し
て
却
量
さ
れ
、
般
向
に
よ
q

て
a開
通
を

係
陣
さ
れ
忽
砂
れ
ば
似
合
併
怖
い
子
ど
仇
自
身

M
q
kの
で
U
Uい
で
し
・
fヲ
か
・
事
耐
ゆ
か
・
旬
U
『
属
ち

ζ
u
a』
や
領
た

u暗
闘
申
U
か
で
苦
慣
す
る
子
ど
も
や
そ
由
圃
た
ち
の
呈
身
白
書
U
浮
か
ん
で

8
怠
せ
ん
．
重
た
．
易
ζ
で
M
回
民
的
色

a
k
u勺
て
い
る
U
ず
の
四
O
入
学
段
の
早
期
実
現
！
？
ン
号
え
腹
自
解
明
．

a宵
胃
骨
文
明
倫
砲
の
恒
圃
．
私
学
助
庇

の
嶋
岡
信
ど
は
領
自
ゐ
る
い
は
抑
劃
さ
れ
て
い
草
す
．

E
の
よ
う
に
み
る
怒
ら
ぱ
．
且
歓
喜
の
教
宵

a
g白
蝿
起
に
よ
司
て
‘
自
本
申

a
n
uい
ま
や
．
車
蔭
や
働
相
育
基
本
法

の
理
念
血
管
発
圃
さ
甘
る
民
玄
同
国
民
的
世
宵
を
一
層
酷
遇
す
る
か
．
封
米
提
周
時
『
企
翁
国
奪
」
日
本
自
国
家
自
信
也
型

車
に
徹
宵
を
世
歯
周
さ
ぜ
る
か
の
園
大
は
償
問
に
た
た
さ
れ
て
い
る
と
見
U
Mり
れ
ば
怨
り
ま
ぜ
ん
．

今
回
事
め
ら
れ
て
い
る
興
依
田
重

u
a
w改
寧
と
は
．
務
行
・
・
ヵ
・
低
学
有

Mど
宜
母
．
－
n
E闘
を
は
じ
め
．
国
民

全
体
制
伊
崎
を
掴
め
て
い
る

a
wの
宜
簡
を
国
民
自
立
網
で
い
か
に
克
置
す
る
か
．

S
ら
に

a
a由
子
ど
も
た
ち
金
未
泉
申

車
噌
舗
と
し
て
た
〈
乏
し
〈
置
か
に

nτ
あ
げ
る
酒
田
を
い
か
に
惜
し
郁
す
か
．
と
い
う
ζ
と
で
低
”
“
H
M
Uら
U
い
で

ιa・1
以
上
の
よ
う
忽
担
点
に
た
司
で
．

b
た
〈
し
た
ら

M
g－E
曹
『

awe－
－
』
由
主
E
U鴎
点
と
そ
の
噌
甘
民
、
む
か
ら
反

封
す
る
も
の
で
す
．
そ
し
て
国
民
的
．
県
民
的
組
舗
で
且
に
民
主
的
で
切
実

u
a胃
a・
骨
た
め
由
討
且
を
ひ
ろ
く
よ
び

か
砂
事
も
の
で
す
．

一
九
八
t
年
八
周
七
日

。
呼
び
か
”
am起
人

R
E十
世
岨
】

足

立

定

夫

《

弁

圃

士

》

同

a
H町
笛
鳳
《
断
副
大
学
助
敏
授
》

伊
－
宮
内
儒
刷
副
大
筆
名
寄
鍋
田
健
】

倫
明
谷
量
一
《
日
本
科
学
者
会
島
断
調
査
田

gmm局
員
V

担
村
紫
紺
岨
｛
噺
副
大
学
敏
授
日

珂
週
昌
子
《
現
場
閉
園
田
究

ev

木
村
障
制
《
倣
育
研
究
車
》

本
村
民
世
【
眠
制
限
高
‘
．
T
俊
敏
唖
鎚
岨
A
H
納
行
番
M
H
R
R
》

信
組
本
向
子
【
尉
副
大
学
助
級
担
｝

住
－
一
億
〔
M
m
柏
崎
市
大
江
山
市
申
学
健
P
T
A会
H
V

聞
尾
市
史
郎
門
餅
副
大
学
助
極
極
】

園

川

智

子

門

医

師

》

園
田
征
士
｛
筋
縄
大
学
阻
且
固
合
中
央
睡
竹
書
国
民
》

埠

荏

蟻

｛

脈

副

勘

骨

ao
医
庫
協
金
司
gnnv

富
信
昭
次
《
下
舗
由
民
龍
畳
》

中
村
樗
ニ
陣
【
日
本
弁
圃
士
連
合
企
刷
会
H
V

伺
関
崎
明
｛
餅
副
大
学
位
担
》

幅
偶
耐
m

E

S

｛
弁
圃
士
V

b

－
回
・
回
胆
《
記
町
副
叙
弘
宜
学

mune且
組
合
理
合
S
E民
V

峰

山

値

幅

ニ

A
K
い
が
た
回
市
防
研
究
所

ma閉会
e初
局
長
ν

八
本
三
囲
内
に
い
か
た
県
民
綾
宵
町
究
所
副
金
品
V

富
田
武
庫
【
斬
副
岡
敬
宵
闇
究
臨
圃
金
会
民
｝
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資料2.高校「急増急減」期と募集定員

車両渇管区中阜者信由雄穆
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資料3.私立高校と父母の意識
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資料5.教育予算と教育費
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E喧泊制 82回剖 85師 87咋｝

冒科：ユ＊＂~‘If"*">'Jtftl割合年置1985』より
作埠（ 87写U本It制連lllJJ.

1o8 

侵.斜｛年問｝の僧穆付随E・－85年Ill
(Jll位：万円》

帥権周 高佼 国大 9に学
車盟f肘主月摘出) 年度

｛弘宜｝ 【公立｝｛弘立｝ 111.立3t国立｝｛且立｝

1965 1.9 I 0 a> •.3 1.2 6.8 • 8 
66 2.0 1.0 14 '9 I 2 7.5 S.3 
67 2.S 1.0 3.6 5.3 1.2 77 5. 7 
68 2.8 J.O 39 5.9 1.2 8.3 s.• 
69 2. 9 I 0 4.2 6.2 1.2 8.3 7.0 
70 ii 1.0 '6 6.7 1.2 8.6 8.0 
71 3 5 1.0 s.o 7.6 1.2 9.2 8. 7 
72 •.I 1.4 S.7 8 3 3.6 10.4 9.8 
73 4.8 1.4 6.S 9 I 3.6 12.0 11.2 
74 71 I 4 10.8 10 5 、~： 13.2 13.6 
75 a・1.4 11.3 14 I 18. 3 15.8 
76 9.6 3.8 13 s 16.3 9.6 22 2 17.5 
77 10.5 3.8 151 19.5 9 .• 248 19.0 
78 11.3 3.8 16.2 21・144 28. 7 20.2 
79 11.7 5.8 16.7 23.4 14.4 32.5 21.5 
80 12 I 5 8 16.7 25 2 18.0 35.5 23. I 
Bl 12.5 6. 7 17.1 27.2 18.。38.3 24.0 
82 13.0 67 18.4 29 0 21.6 40.6 25.3 
83 13.3 6.1 19 2 31.5 21.6 43.3 26.0 
84 13.6 7.4 20.0 33.6 25 2 45 2 26.8 
85 14.0 74 20.6 35.3 25.2 ・15 27.4 
86 14.3 8.3 21.3 37.0 25.2 4・8 29.4 
87 8.3 30.0 

弘真大学超常費にたいする由庫補助聞と
骨町翻合目指穆

（．何’
1α＂ 《・3

"' 

払立大学睦常圃に占める同店掴励金申割合

担m

保圃曹が重出した債宵’E
(1984年a:.ォfl(も1人当たり隼也tlll位：耳円》 大学生骨初年虚字生納付金

医 分 学位置貴育園 学俊崎直胃 軍田敏宵冒 a十 H国611'!1> (Jll位：i百円｝

私抽祖国 19. 7 I. 3 9. 9 30 9 
区 多｝ 限量制 入学金 睡lltllt個個 It 

立高 陵 49. I 6. 0 SS. I 
究科括 40. I 21. 7 14.4 76. 2 

五ー 胡抱周 8.8 I.I 6. 7 16.5 
且哩 H 畢 56. 7 24. 2 21. 9 ’02 7 

小学檀 4.9 3 3 B.8 17.0 
E 飾品 217. g 76 6 143 0 437.4 

立中学匝 9.9 2. 8 8.. 21.1 
立 軍政組か 52. 1 四6 17 5 110. 7 

高位 21 8 • 9 26. 7 
当ド 均 <9. 9 24 2 却す 94 9 

歯科：宜聞省『1蝿4停車阻圃置創出した敏胃園調査J. 中1轟偽｝ .~［ ~1 m&1 
。

c1U1 。
自制： 'JtilB省邑学朗自－ペ

資料tfl所『こんなに家計を圧迫している教育賢＝干議大学・乙愉定貸J（季刊教育法1987.春）


